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「
趣
味
」
の
調
査
本
徹
底

回　呉市の大和ミュージアム

に
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
「
著

書
」
が
あ
る
。
作
成
途
中
で
、
ま

だ
製
本
さ
れ
て
い
な
い
。
表
題
は

「
富
士
山
の
影
に
て
」
。
副
題
に

は
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ド
イ
ツ

の
船
乗
り
と
兵
士
た
ち
　
第
1
部

‥
作
戦
墓
地
と
艦
団
部
隊
1
9
3

9
～
1
9
4
5
年
」
と
あ
る
。

4
4
0
㌻
ほ
ど
。
4
3
年
8
月
、

ド
イ
ツ
海
軍
基
地
か
ら
呉
港
に
回

航
さ
れ
た
潜
水
艦
「
U
5
1
1

号
」
に
関
す
る
詳
細
な
講
述
や
多

数
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

昨
秋
、
編
集
者
の
ア
ク
セ
ル
・
ド

ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
さ
ん
（
5
0
）
が
同
館

に
立
ち
寄
り
、
寄
贈
し
た
と
い
う
。

ド
イ
ツ
西
部
、
ラ
イ
ン
川
沿
い

に
あ
る
商
都
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

に
住
む
ド
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
さ
ん
を

訪
ね
た
。
大
学
で
日
本
学
を
勉
強

し
、
2
年
間
の
日
本
へ
の
留
学
経

験
も
あ
る
。

妻
の
母
が
日
本
人
で
、
岡
山
市

に
住
ん
で
い
た
。
昨
年
9
月
、
家

族
3
人
で
実
家
に
行
く
つ
い
で

に
、
U
5
1
1
の
詞
歪
も
兼
ね
て

呉
市
や
宮
島
な
ど
を
回
っ
た
。
日

本
切
手
の
収
集
家
で
、
本
業
は
ド

イ
ツ
大
手
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社

役
員
。
肩
書
は
「
昭
和
時
代
の
日

独
交
流
の
研
究
者
」
と
説
明
し
て

く
れ
た
。「

留
学
中
、
在
日
ド
イ
ツ
人
か

ら
第
2
次
大
戦
中
の
暮
ら
し
を
聞

き
、
お
も
し
ろ
い
か
ら
本
に
ま
と

め
た
い
と
思
っ
た
。
ま
だ
完
成
し

て
い
な
い
が
、
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
見
学
後
、
『
興
味
を
持
っ
て

み
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
』
と
寄
贈
を
思
い
立
っ
た
」

若
い
こ
ろ
、
近
く
の
元
海
軍
大

尉
宅
に
通
っ
た
。
戦
時
中
、
駐
日

ド
イ
ツ
大
使
館
の
海
軍
主
計
大
尉

だ
っ
た
ハ
イ
ン
ツ
・
プ
リ
ス
マ
イ

ヤ
ー
さ
ん
（
2
0
0
6
年
死
去
）
。

交
流
を
深
め
、
9
8
年
ご
ろ
か
ら
2

人
で
「
富
士
山
の
影
に
て
」
の
編

集
を
始
め
た
と
い
う
。

「
趣
味
」
と
い
う
編
集
だ
が
、

切
手
収
集
と
同
じ
よ
う
に
関
係
者

の
聞
き
取
り
か
ら
資
料
探
し
ま
で

徹
底
し
て
い
る
。
3
階
建
て
の
自

宅
の
1
階
部
分
は
「
作
業
場
」

で
、
収
集
品
が
所
狭
し
と
保
管
さ

れ
て
い
た
。

U
5
1
1
の
元
乗
組
員
か
ら
譲

り
受
け
た
日
本
回
航
の
記
念
メ
ダ

ル
は
長
さ
5
㌢
ほ
ど
。
長
円
形
の

表
に
し
ゃ
ち
ほ
こ
が
描
か
れ
、
裏

に
は
「
潜
水
艦
回
航
記
念
　
大
日

本
帝
国
海
軍
省
」
と
刻
印
さ
れ
て

いる。

「
第
1
割
の
完
成
は
2
年
後
」
と
話
す
ア
ク
セ
ル

ド

I
レ
ン
バ
ッ
ハ
さ
ん
＝
ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

催
拷
痔
ユ
暑
I
J

凌
－
偽
笠
教
新
調

ふ
聴
規
鶴

再
轡
瀦
遜
湯
潅

諸
繍
綱
甲

●
連
想
鮮
添

乳
轡
鶉

戦
時
中
、
ド
イ
ツ
海
軍
関
係
者
に

渡
さ
れ
た
「
公
用
外
出
門
鑑
」

こ
の
ほ
か
、
同
艦
乗
組
員
が
善

用
し
た
夏
の
制
服
、
便
乗
し
た
野

村
直
邦
・
海
軍
中
将
（
7
3
年
死

去
）
が
関
係
者
に
贈
っ
た
記
念
品

の
た
ば
こ
入
れ
、
ド
イ
ツ
海
軍
関

係
者
が
日
本
で
使
っ
た
木
製
の

「
公
用
外
出
門
鑑
」
な
ど
が
並

ぶ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
私
設
資
料
室

の
よ
う
な
趣
だ
。

0
0
年
代
末
か
ら
「
ニ
ッ
ポ
ン
・

ク
ル
ー
」
の
世
話
役
だ
っ
た
ウ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
ト

さ
ん
（
1
3
年
死
去
）
を
通
じ
て
、

U
5
1
1
の
元
乗
組
員
ら
と
も
交

流
を
重
ね
た
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
・
ク
ル
ー
の
存
在

は
、
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
。
戦

時
下
か
ら
占
領
期
に
か
け
て
日
本

に
滞
在
し
、
強
制
帰
国
さ
せ
ら
れ

た
人
た
ち
の
集
い
は
5
0
年
代
か
ら

あ
っ
た
が
、
ニ
ッ
ポ
ン
・
ク
ル
ー

が
定
期
的
に
会
合
を
開
く
の
は
5
0

年
代
か
ら
。
2
0
0
7
年
9
月
の

ハ
ン
ブ
ル
ク
が
最
後
で
、
2
3
人
が

出
席
し
た
」

執
筆
中
の
第
1
割
の
完
成
は
2

年
後
の
見
込
み
。
さ
ら
に
第
2

部
、
第
3
部
と
編
集
を
続
け
る
と

い
う
。
い
ず
れ
も
出
版
せ
ず
、
イ

ン
ヌ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
考

え
だ
。
精
魂
を
慣
は
る
理
由
を
尋

ね
る
と
、
「
戦
時
中
の
世
代
の
暮

ら
し
に
興
味
を
持
ち
、
事
実
を
記

録
す
る
。
誰
か
が
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
し
な
い
と
、
次
の
世
代
で
は

何
も
分
か
ら
な
く
な
る
」
と
答
え

た。
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六
甲
山
「
抑
留
」
の
日
々

圃

大
阪
港
を
見
下
ろ
す
神
戸
・
六

甲
山
に
、
廃
屋
と
な
っ
だ
元
ホ
テ

ル
が
あ
る
。
「
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
」
の
名
で
、
1
9
3
4

（
昭
和
9
）
年
か
ら
4
3
（
同
1
8
）

年
ま
で
開
業
。
戦
後
、
再
開
さ
れ

た
が
、
2
0
0
7
年
6
月
に
営
業

終
了
し
た
。
ド
イ
ツ
潜
水
艦
「
U

5
1
1
号
」
で
呉
港
に
回
航
し
、

日
本
で
敗
戦
を
迎
え
た
元
乗
組
員

ら
は
占
領
下
、
こ
の
ホ
テ
ル
で

「
抑
留
」
の
日
々
を
送
っ
た
。

「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
三
十

年
の
歩
み
」
に
は
、
「
阪
神
電
気

鉄
道
が
六
甲
山
上
所
有
地
に
建
設

せ
る
（
中
略
）
夏
季
ホ
テ
ル
の
経

営
を
開
始
」
と
記
述
。
戦
時
下
、

「
統
制
経
済
下
の
材
料
入
手
が
困

難
に
至
り
」
廃
業
と
な
っ
た
。

岡
ホ
テ
ル
跡
地
か
ら
西
約
2
㌔

に
あ
る
六
甲
山
ホ
テ
ル
は
2
9
（
昭

和
4
）
年
、
後
に
阪
急
グ
ル
ー
プ

に
入
る
宝
塚
ホ
テ
ル
の
別
館
と
し

て
建
設
。
夏
季
だ
け
営
業
し
た
。

4
3
年
7
月
に
営
業
休
止
し
、
戦
後

の
5
1
年
に
再
開
し
た
。
同
グ
ル
ー

プ
創
業
者
の
小
林
二
二
さ
ん
（
5
7

年
死
去
）
は
5
2
年
の
日
記
に
こ
う

記
す
。
「
六
甲
山
ホ
テ
ル
は
独
逸

捕
虜
収
容
所
と
し
て
占
領
さ
れ
、

そ
し
て
乱
暴
に
破
醸
さ
れ
て
あ
っ

た」
神
戸
市
文
書
館
の
話
で
は
、
六

甲
山
の
ホ
テ
ル
で
ド
イ
ツ
人
が
抑

留
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
資

料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
。

敗
戦
時
、
関
西
の
ド
イ
ツ
人
＝

田
＝
は
約
7
0
0
人
い
た
と
み
ら

れ
る
。
そ
の
一
人
で
神
戸
市
東
灘

区
に
住
む
ワ
ル
ヌ
ー
・
レ
フ
ァ
ー

ト
さ
ん
（
0
0
）
は
U
5
1
1
の
元
乗

組
員
ら
と
六
甲
山
に
滞
在
し
た
。

神
戸
生
ま
れ
で
、
戦
時
中
、
同
市

の
ド
イ
ツ
海
軍
事
務
所
で
働
い
て

いた。
「
も
と
も
と
視
力
が
悪
く
、
海

軍
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
領
事
館

の
命
令
で
事
務
所
を
手
伝
い
、
4
4

年
1
0
月
に
正
式
に
ス
タ
ッ
フ
に
な

っ
た
。
神
戸
で
修
理
す
る
潜
水
艦

と
造
船
会
社
の
連
絡
役
な
ど
を
担

った」ド
イ
ツ
海
軍
兵
士
が
琵
琶
湖
な

ど
に
休
養
に
行
く
と
、
通
訳
で
付

き
添
っ
た
。
潜
水
艦
が
大
阪
港
で

試
運
転
す
る
と
き
も
同
乗
。
神
戸

へ
の
空
襲
が
激
し
く
な
っ
た
4
5
年

6
月
ご
ろ
、
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
に
収
容
さ
れ
た
と
い
う
。

二
部
は
六
甲
山
ホ
テ
ル
に
入

っ
た
。
－
山
頂
は
自
由
に
外
出
で
き

た
が
、
下
山
は
詐
可
が
必
要
だ
っ

た
」
。
戦
時
中
、
日
本
海
軍
は
こ

の
二
つ
の
ホ
テ
ル
を
接
収
し
、
ド

イ
ツ
海
軍
の
宿
舎
に
提
供
し
た
ら

しい。六
甲
山
で
は
森
の
木
を
伐
採
し

て
薪
を
用
意
し
た
り
、
有
馬
に
あ

っ
た
貯
蔵
麿
か
ら
食
料
を
運
ん
だ

り
し
た
。
「
坂
道
が
多
い
か
ら
馬

を
1
頭
買
い
、
馬
車
を
仕
立
て
て

1
週
間
に
一
度
、
貯
蔵
庫
に
通
っ

た
。
缶
詰
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
」

ホ
テ
ル
で
は
、
「
ニ
ッ
ポ
ン
・

ク
ル
ー
」
の
世
話
役
だ
っ
た
ウ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ス
ヌ
ー
フ
ェ
ル
ト

さ
ん
（
故
人
）
や
U
5
1
1
の
元

乗
組
員
エ
l
r
T
ル
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

さ
ん
（
9
1
）
＝
ド
イ
ツ
在
住
＝
と
過

ご
し
た
。

政
戦
直
後
の
4
5
年
9
月
、
帰
宅

が
許
さ
れ
た
。
一
家
は
ド
イ
ツ
に

送
還
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た

が
、
占
領
軍
の
判
断
で
国
内
滞
在

を
許
さ
れ
た
と
い
う
。

戦
争
末
期
、
2
歳
上
の
兄
ハ
ン

ス
さ
ん
は
「
反
ナ
チ
ス
」
と
見
ら

れ
て
ス
パ
イ
容
疑
を
か
け
ら
れ
、

横
浜
で
投
獄
さ
れ
た
。
戦
後
に
釈

放
さ
れ
だ
が
、
鰭
核
を
患
っ
て
4
9

年
、
2
8
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

レ
フ
ァ
ー
ト
さ
ん
は
「
毎
年
、

終
戦
記
念
の
式
典
を
続
け
る
日
本

は
い
い
と
思
う
」
と
語
り
、
こ
う

続
け
た
。「

兄
は
戦
争
の
犠
牲
者
の
一
人

か
も
し
れ
な
い
。
第
2
次
大
戦
で

と
も
に
政
戦
し
た
日
独
は
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
軍
隊
を
使
わ
ず
、
率
先
し
て

平
和
な
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
責

務
が
あ
る
」
　
　
　
　
＝
お
わ
り

（
璽
瀦
嚢
）
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